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1 はじめに

話者識別を行うためには，話者の音声データが必要

である．本研究は，話し手が切り替わる際の特徴をモ

デル化し，様々な特徴をもつ人物に対応する汎用性の

高いシステムを目指している．

本研究では，アンケート調査を実施し，対話独特の

話し手の特徴を抽出している．そして，GMM を作成

し，特徴の識別結果を報告する．

2 話し手が切り替わるきっかけに関する調査

人は対話をする際，話し手は聞き手に対して配慮 (口

調の速さ，イントネーション，強弱，等の変化)をする．

それにより，聞き手があいづちをうったり，否定肯定

をしたり，自らが話し手になるきっかけになる．この

話者が切り替わるきっかけが検出できれば話者を識別

する手掛かりになり，話者識別において有用なものに

なると考えられる．

2.1 アンケート内容について

アンケート調査は男性 10人と女性 5人を対象に行っ

た．また，回答者を聞き手と話し手に分けて行った．話

し手と聞き手に対する質問の内容は以下に示す．

• 話し手

– 聞き手に反応して欲しいときはどのように

音声特徴に変化を加えるか

– 音声区間 (文末，文頭，発話音声全体など)

のどこを変化させるか

– 各回答に適切な対話例はどのようなものか

• 聞き手

– 話し手がどのように音声特徴に変化を加え

た時に反応をしやすいか

– 音声区間のどこを変化させているか

– 各回答に適切な対話例はどのようなものか
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このアンケートより得られた回答から，話し手が切

り替わるきっかけの特徴を抽出する．次節にアンケー

トの回答から統計をとった結果を提示する

2.2 調査結果

まず，声情報を変化させる音声区間について着目し

た．図 1は話し手と聞き手の回答に含まれていた音声

区間を集計し，円グラフで表したものである．集計デー

タから，対話する際に話し手が切り替わるきっかけに

なるのは文末に多いことが分かった．

話し手 聞き手

図 1:回答から集計した各音声区間の割合

次に，音声的特徴をどのように変化させるかについ

て着目した．表 1は音声特徴の変化の加え方を集計し，

3個以上重複していた回答を降順で並べた結果である．

話し手は「文末を長く伸ばす」，「文末の声調を上げる」

が多く回答されており，聞き手は「文末を強く発音し

た時」，「文末の声調を上げた時」が多く回答されてい

た．また，話し手と聞き手が共通して「文末の調子を

上げる」と多く回答していることが分かる．

表 1:回答から集計した音声的特徴の度数

話し手
音声特徴の変化させ方 度数

文末を長く伸ばす 5

文末の声調を上げる 5

文末を弱くする 3

文末を声調を下げる 3

発話全体の声調を上げる 3

聞き手

音声特徴の変化のさせ方 度数

文末を強く発音 5

文末の声調を上げる 5

文末を弱く発音 3

発話全体の声調を上げる 3

3 音響モデルの作成と学習

この節では，前節のアンケートで得られた結果を用い

て音響モデル作成・学習までの作業について報告する．
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対話音声から話し手がの切り替わるきっかけを検出す

るために，音響モデルは混合ガウス分布モデル (GMM)

を用いる．音声データは，国立国語研究所・情報通信

研究機構（旧通信総合研究所）・ 東京工業大学が共同

開発し公開している日本語話し言葉コーパス (CSJ)を

用いた (表 2)．CSJ内にある対話音声データから「文末

の声調が上がっている時」，「文末を長く伸ばしている

時」，「文末が変化せず終わった時」の音声を切り出し

たものにラベリングを行い，それらを学習データとし

た (表 2)．

表 2:音声データ・特徴量
音声データ CSJ(対話音声)

標本化 ·量子化 16kHz，16bit

分析条件
16kHz，16bit

フレーム長 25msec

フレーム周期 10msec

窓 ハミング窓

特徴量 25次元

MFCC(12),∆ MFCC(12)

∆ Power(1)

GMMの作成・学習にはHTK(HMM Tool Kit) を用い

た．分析条件，特徴量については表 2に提示する．

4 実験

前章で作成した「文末の声調が上がっている時」，「文

末を長く伸ばしている時」，「文末が変化せず終わった

時」の GMM を用いて，それぞれの音声特徴を正しく

識別できるか実験した．

4.1 実験概要

この実験では判別デコーダとして大語彙連続音声認

識エンジン Juliusを使用した．実験に扱うテストデー

タは学習データと同じ話者のデータを用いた．テスト

データをあらかじめ「文末の声調が上がっている時」，

「文末を長く伸ばしている時」，「文末が変化せず終わっ

た時」で学習データと同じように音声を切り出し分類

しておく．そして，分類したデータをそれぞれ Jullius

で音声認識を行い，識別率を計算する．また，混合数

別で以上を行った．

4.2 実験結果

識別結果を図 2に示す．「文末の声調が上がっている

時」，「文末を長く伸ばしている時」，「文末が変化せず

終わった時」をそれぞれ，up，long，nonとする．

混合数 1から混合数 4にかけて識別率は急激に落ち

ている．混合数 8から徐々に識別率が上がり，最終的

に 128では混合数 1の時とほぼ変わらない値となった．

また，longや upに比べ nonは遥かに識別率が低い結

果となった．

図 2:識別結果

4.3 考察

図 2より，今回アンケートより得られた longと upの

特徴は実生活において有用なものであるため高い識別

率を期待したが，それぞれ 60%台，70%台となり，望

んだ結果は得られなかった．後に，アンケートの回答

にもあった「語尾を強く (弱く)発音する」といった特

徴を考慮するためには，特徴量抽出の設定をより考察

する必要があることも推測できる [1, 2]．

また，混合数を多くしていくと，識別率が急激に落

ち，徐々に識別率は再度向上した．急激に落ちた原因

は，徐々に混合数の差が開くに連れて，識別率が高く

なっていることから，過学習により学習データに特化

してしまったことが疑われる．

5 おわりに

本稿では，アンケート調査を行い，集計した結果か

ら話し手の文末に加える音声特徴の変化を GMM を用

いてモデル化した．実験を行った結果，特徴量抽出を

考察することによって識別精度を高めることができる

事が分かった．

今後は，話し手 GMM の識別精度をさせていく．そ

して，聞き手 GMM もまた調査により作成していく．
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